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参加者数

R6.1.1

監督選手 の別 氏      名 年齢 現　　　住　　　所
勤務先・学校名等

《ふるさと登録校》
出場種目

監　督 松岡　幸哉 58 四日市市 四日市商業高校（教）

監　督 武田　洋一 57 四日市市 ㈲林自動車商会

監　督 浅井　豊司 57 津市
富士フイルム
マニュファクチャリング㈱

選　手 勝正　雄大 21 北見市
北見工業大学
〈鈴鹿高校〉

ジャイアントスラローム

選　手 玉田　智也 26 鈴鹿市 鈴鹿市立玉垣小学校（教） ジャイアントスラローム

選　手 水谷　　凛 19 桑名市 愛知工業大学 ジャイアントスラローム

選　手 川高慎之輔 19 三重郡菰野町 京都産業大学 クロスカントリー

選　手 下出　晃央 28 各務原市
川崎重工業㈱
《鈴鹿高等専門学校》

ジャイアントスラローム

選　手 西井　勇輝 26 松阪市 東海旅客鉄道㈱ ジャイアントスラローム

選　手 渡邊　大輝 33 泉南市
大阪体育大学（教）
《高田高校》

クロスカントリー

選　手 鳥山　真也 45 松阪市 鳥山商事㈱ ジャイアントスラローム

選　手 森川　幸彦 42 いなべ市 森川建設㈲ ジャイアントスラローム

選　手 大川　直輝 35 桑名市 大和ハウスリフォーム㈱ ジャイアントスラローム

選　手 勝正　雪乃 23 鈴鹿市 鈴鹿回生病院 ジャイアントスラローム

選　手 石田　　恵 21 三重郡菰野町 京都産業大学 クロスカントリー

選　手 山本　茉那 18 鈴鹿市 名古屋学芸大学 クロスカントリー

選　手 中澤　真緒 28 いなべ市 (公財)三重県スポーツ協会 ジャイアントスラローム

選　手 鳥山　真弓 47 尾張旭市
朝日インテック㈱
《松阪高校》

ジャイアントスラローム

選　手 水野　瀬奈 27 鈴鹿市 日鉄ソリューションズ㈱ クロスカントリー

競技団体派遣５名
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女
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年
　
　
男
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ス キ ー

監督　３名
選手１９名
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監督選手 の別 氏      名 年齢 現　　　住　　　所
勤務先・学校名等

《ふるさと登録校》
出場種目種　別

選　手 早川　元希 18 三重郡川越町 海星高校 クロスカントリー

選　手 清水　太一 17 四日市市 暁高校 クロスカントリー

選　手 十亀　希空 16 四日市市 暁高校 ジャイアントスラローム

コーチ 前田　　巌 67 伊勢市 三重県スキー連盟 ジャイアントスラローム

コーチ 橋本　和典 52 秋田市 秋田刑務所 ジャイアントスラローム

コーチ 野呂　圭祐 52 四日市市 自営 ジャイアントスラローム

コーチ 野口　洋二 59 名張市 ケイミュー㈱伊賀事業所 クロスカントリー

コーチ 石田　達矢 59 三重郡菰野町 本田技研工業㈱鈴鹿製作所 クロスカントリー

競
　
技
　
団
　
体
　
派
　
遣

少
年
男
子

少年
女子
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会 

スキー競技会 参加のしおり 

 

１  服装について 

   役員・監督・選手は、三重県スポーツ協会で定められたユニフォームを着用すること。 

    

２ 出発と輸送 

 (1) 県スキー連盟の輸送計画に基づき、監督の引率によって出発すること。 

 (2)  選手は、各監督の指示により団体行動をとること。 

 (3) 競技団体は、輸送計画を監督・選手に周知徹底し、事故が発生しないように留意する

こと。 

 

３ 医療救護について 

 (1)  会場で負傷・発病した場合 

    ア 開会式・表彰式会場及び競技会場には、大会期間中、救護所を本部に設置し、医師

又は看護師（保健師）を配置する。 

   イ 救護所では、応急処置及び軽易な治療を行うものとし、必要に応じて医療機関に移

送する。               

 (2)  宿舎等で発病した場合 

    ア 宿泊する旅館等で負傷や発病し、医療機関で受診する場合は、宿舎に申し出たうえ、

監督又は引率責任者若しくは関係者が、最寄りの医療機関へ連絡するとともに、三

重県選手団本部へも連絡すること。 

    イ  練習中等で救護関係者のいない場所で、けがや発病した場合は、競技会場等の係員

に申し出ること。 

 (3)  医療費の負担について 

      救護本部、救護所及び救急自動車に要した経費を除き、医療費はすべて受診者が負

担する。 ※健康保険証を必ず持参すること。  

 

４ 国体傷害補償制度について 

 (1) 同制度に加入する監督・選手・本部役員は、定められた期間中において、国体参加に

伴う傷害事故について適用される。 

    万一、傷害事故が発生した場合は、所定の様式により必要事項を記入し、三重県スポ

ーツ協会へ至急提出すること。（この時点では医師の診断書は不要） 

 (2) 以降の手続きは日本スポーツ協会で行い、給付等の連絡は本人あてに通知がある。 

   詳細については既配付の同制度概要を参照のこと。 

 

５  宿泊について 

 (1) 宿舎決定通知書は、監督が現地へ携行すること。 
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 (2)  宿泊及び素泊まり 

    ア 宿泊とは、入宿日の１５時から、出発日の１０時までの客室の使用をいうものとし、

原則として１泊２食とする。 

    イ 素泊りとは、食事を伴わない宿泊をいうものとする。 

(3) 宿泊料金 

区   分 
宿 泊 料 金 

備  考 
１泊２食付 素泊まり料金 

営業施設 

税抜 7,500円～16,000円 5,250円～11,200円 
通常のサービス・奉仕

料及び暖房料を含む。 
税込 8,250円～17,600円 5,775円～12,320円 

(4) 入湯税については外税とし、宿泊料金とは別に支払うものとする。 

(5) 欠食控除 

   欠食控除の適用は、夕食の場合は前日の１８時までに、朝食の場合は前日の１２時ま

でに宿舎に申し出た場合に限り行うものとし、次のとおりとする。ただし、夕食の場

合、競技の進行状況により当該時刻までに申し出ることが困難な場合は、宿舎と協議し

て決定する。 

   ア 夕食を欠食した場合の宿泊料金（税抜）は、１泊２食料金（税抜）の８０％相当の

額とする。 

イ 朝食を欠食した場合の宿泊料金（税抜）は、１泊２食料金（税抜）の 9０％相当の

額とする。 

   区 分 
宿 泊 料 金 

夕食を欠食した場合 朝食を欠食した場合 

営業施設 
税抜  6,000円～12,800円  6,750円～14,400円 

税込  6,600円～14,080円  7,425円～15,840円 

 

 (6) 休憩料金 

      入宿日の１５時以前及び出発日の１０時以降に客室を使用する場合の休憩料金は、各

宿舎の規定に基づくものとする。 

(7) 入浴料 

   宿泊者が宿舎からの要請により公衆浴場等を利用した時の入浴料は、当該宿舎が負担

するものとする。 

(8) 宿泊料金等の精算 

      宿泊料金等は、原則として宿泊責任者(宿泊申込代表者が宿泊者の中から定めた者。以

下同じ。）が、各宿舎の指定する方法により、現地にて精算する。 

  (9)  宿泊取消料 

   ア 宿泊取消料の支払い 

(ア) やむを得ない理由により宿泊を取り消した場合の取消料は次のとおりとし、宿泊

責任者が後日精算するものとする。 
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宿泊取消の申し出区分 宿泊取消 備 考 

宿泊予定日の７日前まで 不要 

素泊まり又は欠食で申し

込んだ場合は、その料金を

宿泊料金（税抜）とする。 

宿泊予定日の６日前から

宿泊予定日の前日まで 

宿泊料金（税抜）の５０％ 

宿泊予定当日 宿泊料金（税抜）の全額 

  ※取消した泊数にかかわらず、１人につき１泊分の宿泊取消料のみとする。 

(イ) 次の場合は、宿舎と協議して取消料を決定するものとする。 

a 荒天等により、交通機関が不便となり宿舎への到着が困難な状況が生じた場合 

b 地震、風水害、感染症、雪不足及びその他主催者の責によらない事由により、

競技会（種目・種別）が中止となった場合。 

イ 宿泊取消料の特例 

     競技の都合により宿泊を取り消す場合は、前号の定めにかかわらず、特例として次

のとおりとする。 

宿泊取消の申し出区分 宿泊取消 備 考 

競技会期短縮決定日当日

の宿泊の取消し 
宿泊料金（税抜）の５０％ 素泊まり又は欠食で申し

込んだ場合は、その料金を

宿泊料金（税抜）とする。 
競技会期短縮決定日翌日

以降の宿泊の取消し 不要 

  ※取消した泊数にかかわらず、１人につき１泊分の宿泊取消料のみとする。 

ウ 宿泊変更・取消の申し出 

     宿泊申込後、変更・取消の申し出がないまま宿泊をしなかった場合の取消料は、上記

ア及びイの定めにかかわらず、宿泊料金（税抜）の全額とする。 

エ 宿泊の最終的責任 

     宿泊の最終的責任者は、宿泊申込し代表者が追うものとする。 

  (10)  宿泊料の助成 

      正式エントリーの監督・選手に対して、規定の宿泊料を県スポーツ協会から助成する。 

   宿泊料は、概算額を事前に競技団体が指定する口座に振り込むものとし、後日実績報告

により精算するものとする。 

     

６  宿泊の変更及び取消し 

（1） 大会参加者の宿泊決定後の宿泊取消しについては、限られた宿泊施設を有効活用し

配宿を行うことから、大会への参加取消等の特別な事情のない限り認めないものとす

る。 

（2） 入宿前の変更及び取消しについては、原則としてインターネットシステムを利用し

て行うものとし、その効力の発生は受信時とする。 

（3） 入宿後にあっては、宿泊責任者が直接当該宿舎へ速やかに申し出るものとし、その効

力の発生は、当該申出のあった日時とする。 
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７ 食 事 

(1) 大会参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養バランスがよく、豊かな自然と良質

な水に育まれた栃木県産の様々な食材を取り入れた郷土色豊かな献立とし、関係者の

協力を得て提供するものとする。 

 (2) 昼食については、原則として自由調達とするが、斡旋を希望する場合は、実行委員会

が定める弁当申込方法により申込むものとする。 

    なお、昼食（弁当）料金は次のとおりとする。 

区 分 料 金 

昼食弁当 

（お茶を含む） 

税抜 ９００円以内 

８％ ９７２円以内 

     

８  スキーの手入れ 

  ワクシング等スキーの手入れは、宿舎の指示に従い、提示された場所で行うものとする。 

 

９ 「開始式」及び「表彰式」について 

(1)  開始式  

     下記のとおりとする。 

     期 日:令和６年２月２１日（水） 

     場 所:「やまぎん県民ホール」 

          １３:３０集合  旗手含めて１０名以内と指定されている。 

                   本部役員２名、県スキー連盟８名以内（旗手含む） 

(2)  表彰式 

期 日：令和６年２月２４日（土） １７：００～１７：３８ 

場 所：「山形テルサ」 

 

１０  棄権・変更届について 

      参加選手に棄権及び交代（変更）が生じた場合は、実施要項に記載されている参加選

手・監督交代（変更）・棄権手続きにあたっての留意事項に従い取り進めること。  

    ※「参加選手交代（変更）届・棄権届」を当該競技会責任者に提出する際には、必ずコ            

ピーを取り、大会終了後速やかに県スポーツ協会に提出すること。 

    ※選手交代（変更）が生じた場合は、大会終了後必ず県スポーツ協会へ報告のうえ、県

スポーツ協会からの指示に従い、交代（変更）手続き後の参加申込情報の修正を行う

こと。 

 

１１ 国民体育大会ドーピング検査同意書について 

  ○国民体育大会におけるアンチ・ドーピング教育・啓発活動の推進について 

下記の対象者に対して、アンチ・ドーピングの教育が義務化されました。 

□対象者 本大会・冬季大会本戦に参加する下記の者 

・選手(エントリー変更により、参加する可能性のある選手も含みます。) 

・監督 
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・本部役員 

・少年種別に参加する競技会時に１８歳未満である選手の保護者 

  □実施時期 

   ・国体本戦出場前１年以内 … システムエントリーに、アンチ・ドーピング教育受

講履歴を確認する項目が設けられた。 

  □教育活動の内容 

   選手、監督、本部役員、少年種別の保護者が国体本戦参加前に受けなければならない

教育の内容は、次のいずれかとし、大会出場前の１年以内に受けたものを有効とする。 

   ・JSPO、JADA、JOC、中央競技団体、県スポ協、JSPO 加盟関係スポーツ団体が主催す

る研修会・講習会、JSPO 公認スポーツ指導者資格更新研修会、その他 JSPO が認め

るもの 

   ・JSPOまたは JADAホームページに掲載のアンチ・ドーピング教育動画視聴 

   ・JSPOまたは JADA作成のアンチ・ドーピング資料・教材の閲覧等 

  □JSPOアンチ・ドーピング教育のサイト 

 https://www.japan-sports.or.jp/medicine/doping/tabid1395.html 

  □国民体育大会ドーピング検査同意書の記入例 

   ・選手の記入例(②は、１８歳未満の保護者記入欄) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・監督等の記入例 
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１２ 肖像権に関する取扱い 

    三重県選手団本部において撮影した記録写真については、三重県スポーツ協会及び

三重県の冊子等またはホームページで公開されることがある。 

 

１３ その他 

その他詳細については、要項を参照のこと。 
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78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会 

参加選手・監督【交代（変更）届・棄権届】 

※手続きにあたっては、次ページの留意事項を参照すること。 

１ 参加申込選手 

競技名  種 別  
種  目＊注） 

（階 級） 
 

参加申込者名 
 

 

                          ＊注）階級制の競技においては種目欄に階級も記入 

２ 交代（変更）・棄権の理由（該当する番号に〇をつけ、症状や具体的な内容をチェック又は記述） 

１．体調不良のため（症状：                                         ） 

２．怪我のため 

３．その他（                                                ） 

 

  ３ 交代（変更）者 ※棄権の場合は記入不要 

フリガナ  

生年月日 
西暦     年     月    日生 

（   歳） 氏        名 
 

 

連絡先 

（TEL） ※１ 

 

 

連絡先 

（メール）※１ 
 

所属区分※２  所属の所在地※３  

プログラム記載用所属  

第 77回大会 

参加都道府県 
 

特別大会 

参加都道府県 
 

例外適用 

※４ 
 

全日本スキー連盟 

競技者登録の有無  
有 ・ 無 

有の場合 

登録番号等 
 

そ の 他 の 必 要 事 項 

（身長、体重、記録、段位、等） 
 

JSPO 公認スポーツ指導者資格 

※監督交代の場合記入 

資格名 

登録番号 

有効 

期限 
     年   月 

※１ 交代（変更）者が監督の場合は、連絡先を記入。 

※２ 第 78回大会（都道府県予選会、ブロック大会）所属都道府県について、次のいずれかを選択して参加したかを記入。 

    成年種別（ア.居住地を示す現住所  イ.勤務地  ウ.ふるさと） 

    少年種別（ア.居住地を示す現住所  イ.「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地   ウ.勤務地   

エ.「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の所在地） 

  ※３ 所在地は、市区町村名まで記入。ふるさとを選択した場合には「卒業学校名」を記入。 

  ※４ 今回（第 78 回大会）と特別大会（不出場の場合は第 77 回大会）の参加都道府県が異なる場合のみ記入。  

［１.新卒業者  ２．結婚又は離婚  ３．ふるさと（成年） ４．一家転住（少年）５．JOCエリートアカデミー（少年）  

６．東日本大震災に係る特例］ 

   

年  月  日 

ア  公益財団法人全日本スキー連盟会長 様 

イ 第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実行委員会会長 様 

ウ 第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会会場市町実行委員会会長 様 

 

 

     三重県スポーツ協会         

 

  理事長 木平芳定          

 

    三重県スキー連盟          

 

  会 長               

※「交代（変更）届」又は

「棄権届」のいずれかを〇
で囲むこと 

11



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	01_1第78回スキー表紙
	01_2スキー競技会日程
	02_78回スキー本部役員名簿
	03_78回スキー選手団名簿
	04_第78回スキー参加のしおり
	05_2第78回選手交代（変更）棄権届_スキー
	06_7第78回スキー裏表紙
	空白ページ



